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出張・移動等（外国）
外国への派遣 新型コロナウイルス感染症（COVID-19）における⼭形⼤学の活動指針の「10．出張・移動等（外国）」及び「11．外国への派遣」に基づき、対象国・地域ごとに判断する。

外国からの受⼊れ 出⼊国在留管理庁により，国内への⼊国が許可された者については，国内において14 ⽇間の健康管理期間を設けた上で，当該期間中に体調の異常がなければ⼤学への⼊構を認める。

学⽣⽀援 ・感染症対策を徹底した上で、実施する。

⾏事等の実施・学内施
設の外部への開放等

・感染症対策を徹底した上で認めるが、各種⾏事における懇親会，⾷事会等の会⾷（屋外も含む。）を禁⽌する。
・屋内における⾏事は、収容率５０％以内で実施する。
・屋外における⾏事は、⼗分な間隔（できれば２ｍ）を空けて実施する。
・学内施設の⼀般への貸し出し及び解放は、上記の⾏事の実施と同様の基準を満たした上で可能とする。

出張・移動
・感染症対策を徹底した上で、出張・移動を認める。
・県外へ移動（出張を含む）した場合は、三密を避け、⾏動履歴を記録する。
・来学者の受⼊れについては、感染症対策を徹底した上で、受け⼊れを認める。

教職員の出勤形態 ・感染症対策を徹底した上での出勤とするが、感染症対策として、業務に⽀障のない範囲で必要に応じ職務命令権者（キャンパス⻑）が在宅勤務を命ずることを可とする。

会　　議 ・感染症対策を徹底した上で、実施する。
・会議・打合せは、テレビ会議やZoom等のオンラインにより⾏うことを推奨し、やむを得ず複数⼈が同じ会議室等で会議・打合せを⾏う際は、感染症対策を徹底する。
・秘匿性の⾼い情報を扱う場合については、原則、対⾯会議とする。

学⽣活動

・感染症対策を徹底した上で、実施する。
・図書館は、感染症対策を徹底した上で利⽤可能とする。

・感染症対策を徹底した上で、実施する。

業務項⽬ 活動状態

教育活動

・教室内の感染対策を徹底し、⾯接授業を実施する。
・感染拡⼤の可能性に備え、オンライン授業への切り替えを準備しておく。
・教育効果・学⽣の状況に応じて、オンライン授業も実施ないしは併⽤する。
・受講者が試験定員以上とならないように、教室および授業実施⽅法を定める。

研究活動
・感染症対策を徹底した上で、実施する。

・感染症対策を徹底した上で、実施する。


